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株式会社 資生堂が新たに発表した「肌の乾燥がシミ悪化の一因となっていた」という、“乾燥とシミ悪化因子の相関関係の知見”を

もとに、一般財団法人 日本気象協会が『シミ・リバウンド指数』を開発しました。 

本指数は、日本気象協会が運営する天気予報専門サイト「tenki.jp」で 2016 年 9 月 15 日（木）より提供を開始します。 

 

『シミ・リバウンド指数』とは、秋冬の屋外の湿度と紫外線の状況から、シミ悪化のリスクレベルを 5 段階に分け、シミ・リバウンドの危険

度を指数化したものです。この指数は、日本気象協会が持つ気象コンサルティングのノウハウから導き出された湿度と紫外線のデータに、

資生堂の「乾燥とシミ悪化因子の相関関係」を加味して算出されています。 

 

秋冬は、春夏よりも紫外線が弱まり、湿度が低下して空気が乾燥します。そのためお客さまはスキンケアを保湿ケアにシフトし、結果と

して春夏に行っていた美白ケアを約 4 割*の方が中止することが資生堂の調査で分かりました。 

秋冬は気温・湿度の低下によって血液循環が悪くなり、皮脂や汗の分泌が減少して皮脂膜が十分作られなくなるため、肌が乾燥し

ます。実はこの乾燥が、シミの要因であるシミ悪化因子を増殖させ、メラニンの生成を促進することでシミが悪化してしまうのです。資生堂

は春夏に美白ケアを続けていた時には抑止出来ていた肌内部のメラニン生成が、秋冬に美白ケアを止めてしまう事で、肌内部のメラニン

環境が美白ケアを始める前の状態に戻ってしまう事を『シミ・リバウンド指数』と定義し、秋冬美白ケアを推奨します。 

 

生活に根ざした数々の指数を開発している日本気象協会が、女性の暮らしに役立つ気象情報の提供を目的に、当社の約 100 年に

渡る美白研究の知見をもとに開発したのが、美容に特化した『シミ・リバウンド指数』です。本指数を通じて情報提供を行い、乾燥する

季節に美白ケアが大切である事を広く訴求します。 
 
*
調査委託先：マクロミル調査より（25～59才女性 N 数：1,033 名） 

 

＜指数算出ロジック＞ 屋外の湿度×紫外線の強さ+乾燥とシミ悪化因子の相関関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『シミ・リバウンド指数』を算出  

肌の乾燥がシミ悪化の一因に！ 

資生堂の知見をもとに、日本気象協会が『シミ・リバウンド指数』を開発 
9月 15日（木）情報提供開始（URL：http://www.tenki.jp/indexes/skin_spot/） 

http://www.tenki.jp/indexes/skin_spot/
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＜アイコン指標＞  
 

シミ・リバウンド 

リスク 5 

シミ・リバウンドの危険性大。屋外の紫外線・乾燥ともにぜったい注意 

おすすめスキンケア：美白マスクなどのプラスケアでしっかりお手入れ 

シミ・リバウンド 

リスク 4 

シミ・リバウンドの危険性が高い。屋外の紫外線・湿度ともにやや注意 

おすすめスキンケア： 紫外線ケアと美白ケアのW ケアが必須 

シミ・リバウンド 

リスク 3  

シミ・リバウンドになりやすい。空気が乾燥気味、過失と保湿を忘れずに 

おすすめスキンケア：朝も夜も美白ケアも入念に 

シミ・リバウンド 

リスク 2 

シミ・リバウンドに注意が必要。空気がジメジメ、除湿と汗のケアを忘れずに 

おすすめスキンケア：いつものお手入れに美白ケアを加えると安心！ 

シミ・リバウンド 

リスク 1  

シミ・リバウンドの危険性は低い。屋外の紫外線・乾燥ともに良好な状態 

おすすめスキンケア：洗顔後にはすぐにスキンケアを！ 

 

 

＜『シミ・リバウンド指数』掲示サイト＞ 

 2016 年 9 月 15 日（木）より、日本気象協会が運営する天気予報専門サイト「tenki.jp 

（http://www.tenki.jp/indexes/skin_spot/)」で全国 142 地点*の『シミ・リバウンド指数』をご覧いただけます。 

また、スマートフォン用の閲覧サイトも開設します。（http://www.tenki.jp/lite/indexes/skin_spot/） 

掲示期間は、2016 年 9 月 15 日（木）～３月 31 日（金）を予定しています。指数は 1 日 5 回更新いたします。 
*
全国 142地点は、各都道府県の気象特性・災害特性・地理特性によって府県予報区を分割した区域を対象としています。 

参照：http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/saibun/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

▼tenki.jp WEB サイトイメージ ▼スマートフォン専用サイトイメージ 

本件に関するお問い合わせ先 

●HAKU 事務局（フライシュマン・ヒラード・ジャパン株式会社内）担当： 緒方・今野・松野・芳賀 

Tel：03-6731-4080／Fax：03-6204-4142／E-mail： haku-info@bluecurrentgroup.com 
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